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㈯

深海の超巨大イカ

伝説の巨大イカ「ダ
イオウイカ」を追って、
水深600メートル以
上の深海を調査し、
ついに世界で初め
て、その生きた姿の
撮影に成功した取
材班の記録です。

依存症のすべて

心が疲れたとき、人は
気晴らしを求めます。
でも、そこから抜け出
せなくなったとき、どう
すればいいのでしょう
？薬物、ギャンブル、
ネット…数々の依存
症の原因と治療がわ
かる一冊。

廣中 直行／著 講談社

※図書館は月末日を除き、日曜・祝日
　も平常どおり開館しています。
※野々上東ブックステーションは3月
　末日をもって閉館しました。

開館時間…10:00～18:00(※中央図書館は10:00～20:00)

丹比図書館 18：30 『大型紙芝居など』

11月  3日㈰   陵南の森図書館 14：00
11月  9日㈯   羽曳が丘図書館 15：00
11月13日㈬   東部図書館       10：30
11月16日㈯   陵南の森図書館 15：00
11月16日㈯   古市図書館       15：00
11月17日㈰   陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 
                 11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
11月23日㈯   羽曳が丘図書館 15：00
11月23日㈯   丹比図書館       10：30
11月24日㈰   陵南の森図書館 14：00
11月10日㈰、17日㈰、24日㈰
　　            中央図書館       13:30

講師　おはなしの森の皆さん
日時　5月27日・6月3日・10日・24日㈪10:00～　
　　　12:00（４回の連続講座のため、全て参加ください）
場所　ＬＩＣはびきの　２階　中会議室Ｂ
定員　20人（先着順・定員になりしだい締め切り）
申込　中央図書館にて受付（電話可）
主催　羽曳野市立図書館、羽曳野市子ども文庫連絡会

★中央図書館、東部図書館、丹比図書館の休館
　5月20日㈪～5月24日㈮、5月30日㈭～31日㈮　
★陵南の森図書館、羽曳が丘図書館の休館
　5月25日㈯～５月31日㈮　
★古市図書館、ブックステーションはびきのコロセアムの休館
　5月30日㈭～31日㈮

ＮＨＫスペシャル深海プロジェクト取材班／編　
                                新日本出版社

夏休み子ども１日図書館員！　～募集～

8月31日㈯、ＬＩＣはびきの内の電気設備点検のため、図書館のサーバが停止します。この日
はインターネットサービスがご利用いただけませんので、あらかじめご了承ください。

ちいさいおうち うみへいく

海が見える丘の上に、
小さいおうちがありま
した。ある日、自分が
歩けることに気がつ
いたおうちは、毎晩こ
っそりと冒険に出かけ、
ついに憧れの海にた
どりつきますが…。

新美南吉

29年の短い生涯
のうちに、『ごんぎ
つね』や『手ぶくろ
を買いに』などの
数々の名作を残し
た新美南吉の、生
誕100年記念出
版の一冊です。

平凡社

エリーシュ・ディロン／作 
たがきょうこ／訳 
ひらさわともこ／絵 福音館書店

別冊太陽 日本のこころ

第９回「おはなしライブ」
>日時　9月14日（土）13：30～15：30
>場所　ＬＩＣはびきの　音楽実習室
>主催　おはなしボランティアグループ「はびきの」
>

ちびっこサロン（市役所敷地内：森のゆうびんきょく）
日時１１月１３日（水）１０：３０～
内容　おはなし・手遊び・おりがみなど

親子で楽しむ古市古墳群講座（事前申込不要）
日時　１１月３日（日）　１４：００～
場所　中央図書館　多目的室
定員　小学生以上の親子　計３０人まで（先着順）

石の巨人 ミケランジェロのダビデ像

昔、フィレンツェの町
の真ん中に、「巨人」
というあだ名の大き
な石がありました。こ
の石で、旧約聖書の
英雄ダビデ像を作る
はずが、もう40年も放
ったらかしなのです。

ジェーン・サトクリフ／文　
ジョン・シェリー／絵
なかがわちひろ／訳　小峰書店

○古市図書館　　　　古市4-2-9　　958-0050
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